
主婦パートの働き方に関する調査 

                 〒160-0022 東京都新宿区新宿1-4-10 アイデム本社ビル 
 
    お問い合わせ：広報担当 ／ 望月・栗木    電話 03-5269-8780 
                             kouhousitu@aidem.co.jp 
           調査担当 ／ 古橋・小杉 

2016年7月13日 

▼主婦パートとして働く理由 
  「生活と仕事の両立を図りたい」54.8％ 
  「自分の都合の良い時間や曜日に働きたい」53.4％ 
 

 
▼1週間の所定労働時間 
  「週20時間以下」48.6％ 
 
 

▼年収 
  個人年収「103万円以下」61.2％ 
  世帯年収「600万円未満」53.6％ 「1,000万円以上」10.7％ 
 
 

▼配偶者控除・第3号被保険者制度 
  制度廃止なら「働く時間を増やす」45.5％ 
  主婦パートの意向は、6年前から“変化なし” 
 
 

▼仕事探しで重視する項目 
  「労働時間・日数」94.1％ 「勤務時間帯」93.9％  
  「賃金額」91.0％ 
  意識の高い主婦パートは、「評価制度（昇級・昇給等）」や 
  「正社員登用の有無」の重視度がその他の主婦パートよりも高い 
 
 
 

人と仕事研究所 

mailto:kouhousitu@aidem.co.jp
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     調査概要 

パート・アルバイトで働く労働者の意識・実態を明らかにすること 調査目的 

※本調査は小数点以下第2位を四捨五入しているため、結果が100.0%にならない場合があります。 
※本調査は、2016年9月発行予定の『平成28年版 パートタイマー白書』内のアンケートの内容・回答者を一部抜粋し、再編したものです。 

パート・アルバイトで働く20代～40代の既婚子持ち女性 

株式会社クロス・マーケティングの登録モニターを利用したインターネット調査 

2016年5月27日～28日 

356名 

調査対象 

調査方法 

調査期間 

有効回答 

人と仕事研究所 

アイデムは1970年に創業して以来、「人材採用」の側面から、企業経営のサポートをしてまいりました。 
その求人媒体事業を通じ、大手企業とは異なる“中小企業の「人」に関する課題”をつかみ、アイデムならでは
の情報・サービスをお届けしているのが、人と仕事研究所です。人と仕事研究所では、「採用後の人材を活か
し、企業力を高めていただく」ため 専用ＷＥＢサイトで、企業取材記事に加え下記コンテンツを提供してい
ます。 

 
 
アイデム人と仕事研究所ＷＥＢサイト   https://apj.aidem.co.jp/ 

 
  ▼パート・アルバイト労働者とパート・アルバイト雇用企業の実態調査 
     『パートタイマー白書』  https://apj.aidem.co.jp/examine/list/1/ 
 
  ▼新卒採用の“今”がわかる  就職活動学生や新卒採用企業の実態調査 
     『就職活動に関する学生調査』『新卒採用に関する企業調査』  https://apj.aidem.co.jp/enquete/list/1/ 
 
  ▼パート・アルバイト時給の平均・相場をしりたい 
     平均時給検索システム   https://apj.aidem.co.jp/marketdata/ 
      『パートタイマーの募集時平均時給 月次レポート』  https://apj.aidem.co.jp/wage/list/1/ 
 
  ▼経験・職種・役職別に職場の悩みをピンポイントで解決 
     アイデムビジネスセミナー  https://apj.aidem.co.jp/seminar/feature.html 
     講師派遣（オリジナル研修）  https://apj.aidem.co.jp/seminar/lecturer.html 

https://apj.aidem.co.jp/
https://apj.aidem.co.jp/examine/list/1/
https://apj.aidem.co.jp/enquete/list/1/
https://apj.aidem.co.jp/marketdata/
https://apj.aidem.co.jp/wage/list/1/
https://apj.aidem.co.jp/seminar/feature.html
https://apj.aidem.co.jp/seminar/lecturer.html
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1.  パート・アルバイトとして働く理由 

【図1】パート・アルバイトとして働く理由 ＜複数回答＞ 

 回答者に、パート・アルバイトとして働く理由を聞いた。上位は、「生活と仕事の両立を図りたいから」「自分の都
合のよい時間や曜日に働きたいから」で、それぞれ 54.8％ 、53.4％となり拮抗している。次いで、「扶養の範囲内で
働きたいから」42.4％、「家の近くで働きたかったから」35.1％となり、生活の時間が確保できる、勤務時間の融通が
利くなど、自身に負担のない働き方を好んでいることがわかる。 
 
 また、 同様の設問があった『平成22年版 パートタイマー白書』内で行ったアンケート調査（以下平成22年調査）
について、同調査から20代から40代の既婚子持ち女性の回答者を抽出し、比較した。6年の間に、「生活と仕事の両立
を図りたいから」「自分の都合のよい時間や曜日に働きたいから」は減少傾向にあったが、パート・アルバイトで働く
理由の上位であることは変わらないようだ（図1）。 

※1 平成22年調査では「家事や育児と仕事の両立を 
   図りたいから」という表記で聴取 
 
※2 平成22年調査では聴取なし 
 
※3 平成28年調査では聴取なし 
 
※4 平成28年調査では聴取なし 
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「しっかり働きたい」 

に近い 

14.9% 

どちらかと言えば 

「しっかり働きたい」に 

近い 

24.2% 
どちらかと言えば 

「そこそこ働ければよい」

に近い 

39.0% 

「そこそこ働ければよい」

に近い 

21.9% 

p.4 

2.  働き方に対する志向 

【図2】働き方に対する志向 

 回答者に、自身の働くことに対する考え方は、「しっかり働きたい」と「そこそこ働ければよい」のどちらに近いの
かを聞いた。結果は、「『そこそこ働ければよい』に近い」「どちらかと言えば『そこそこ働ければよい』に近い」が
合わせて59.9％となった。パート・アルバイトとして働く理由では、生活とのバランスに重きを置いていることが見え
たが、働き方についてもその傾向があるようだ（図2）。 

 
【しっかり働きたい】 
  「自分のやりたい仕事」や「高い収入の仕事」であれば、大変な仕事（労働時間が長い、責任が重い、難易度が高い、 
  体力を使う、等）であっても構わない 
  
【そこそこ働ければよい】 
  「仕事」や「収入」に強いこだわりはないので、あえて大変な仕事（労働時間が長い、責任が重い、難易度が高い、 
  体力を使う、等）をしたいとは思わない 
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 回答者に、1週間の所定労働時間を聞くと、「週20時間以下」48.6％、「週20時間超～30時間以下」33.7％、「週
30時間超～40時間以下」15.2％、「週40時間超」2.5％となり、半数近くが「週20時間以下」で働いていることがわ
かった（図3.1）。 
 
 また、許容できる1日の労働時間（残業含む）を聞くと、「5時間超～6時間以下」という回答が最も多く22.8％と
なった。以降は、順に「4時間以下」18.3％、「6時間超～7時間以下」と「7時間超～8時間以下」が同率で15.2％と
なっている（図3.2）。 

【図3.1】1週間の所定労働時間 

【図3..2】許容できる1日の労働時間（残業含む） 
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4.  個人年収・世帯年収 

 回答者に、昨年1年間のおおよその年収を聞くと、61.2％が「103万円以下」と回答し、多くが配偶者控除を意識して
いることがうかがえる結果となった。次点は、「103万円超～130万円未満」で20.8％となっており、社会保険の被扶
養者となれる収入を意識している者も多い（図4.1）。 
 
 また、自身と配偶者の年収を合わせた昨年1年間の世帯年収は、多い年収帯から「400万円未満」19.9％、「500～
600万円未満」18.5％、「400～500万円未満」15.2％となっており、全体の53.6％が世帯年収600万円未満となって
いる。一方、「1,000万円以上」の家庭も10.7％あるようだ（図4.2）。 

【図4.1】個人年収 

【図4.2】世帯年収 
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5.  税・社会保険制度が廃止されたら働き方をどうするか 

 回答者に、もし配偶者控除や第3号被保険者などの税・社会保険制度が廃止となったら、働く時間をどのように変える
かを聞いた。45.5％が、「働く時間を増やす」と回答しており、「103万円の壁」「130万円の壁」が実際に“壁”とし
て作用していることが見て取れる。一方、「わからない」という回答も20.2％に上り、対応に迷っている様子もうかが
える（図5.1）。 
 また、個人年収別に回答の分布を見ると、現在すでに130万円以上で働いている者は、130万円未満で働く者よりも
「働く時間は変えない」と回答した割合が高い。また、「103万円超～130万円未満」の回答者では、他の年収帯の回答
者よりも「働く時間を増やす」の回答割合が高く、「働く時間は変えない」の回答割合が低くなっていた。また、「わ
からない」と回答した者の割合は、年収が低いものほど高くなっており、「103万円以下」の者では、4分の1に上る
（図5.2）。 
 1週間の所定労働時間別で見ると、現在「週20時間超～30時間以下」で働いている者では、他の者よりも「働く時間
を増やす」の回答割合が高く、「働く時間は変えない」の回答割合が低くなっている。現状、社会保険加入の基準が概
ね週30時間未満であることから、その前後の労働時間で働く者には影響が大きいようだ（図5.3）。 

【図5.1】税・社会保険制度が廃止されたら、働き方をどうするか 

【図5.2】税・社会保険制度が廃止されたら働き方をどうするか 
     ：個人年収別 
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【図5.3】税・社会保険制度が廃止されたら働き方をどうするか 
     ：1週間の所定労働時間別 
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 また、 同様の設問があった平成22年度調査と比較をした。設問文と選択肢は一部異なっており、下図の選択肢の表記
は、今回の調査に合わせている（対応は下表を参照）。 
 
 結果を見ると、今回の調査と平成22年調査では、6年間の隔たりはあるものの大きな差異は生じていなかった。半数
近くが「働く時間を増やす」と回答しており、“もっと働きたい”主婦パートは、一定数存在しているようだ。また、回
答者の多くが年収103万円以下であることを踏まえると、配偶者控除の廃止を念頭において回答している可能性が高い
と思われる（図5.4）。 

【図5.4】税・社会保険制度が廃止されたら、働き方をどうするか 
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もし配偶者控除や第３号被保険者などの税・社会保
険制度が廃止となったら、あなたは、働く時間をど
のように変えますか。 

今後、もし、「配偶者控除・配偶者特別控除の廃止」
や「社会保険の適用基準の拡大」が実現した場合、あ
なたはどのように働きたいと考えますか。 

働く時間を増やす パート・アルバイトのままで、労働時間を増やす 

働く時間は変えない とくに働き方は変えない 

働く時間を減らす パート・アルバイトのままで、労働時間を減らす 

働くことをやめる 働かない 

わからない 

パート・アルバイトではなく、正社員として働く 

パート・アルバイトではなく、派遣社員として働く 

パート・アルバイトではなく、 
個人事業主やフリーランスとして働く 

その他 
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6.  仕事探しで利用する情報媒体・方法 

 回答者に、パート・アルバイトでの仕事探しをするとしたら、どのような情報媒体や方法を使って求人企業を探すか
聞いた。最も多かったのは、「インターネットの求人サイト」で52.0％だった。次いで、「求人情報誌（フリーペー
パー等）」49.7％、「新聞折込求人広告」36.0％、「職業安定所（ハローワーク）」34.6％の順となっている。 
 
 年代別に見ると、20代では、「インターネットの求人サイト」が突出して高く、76.5％に上る。次点には、「求人情
報誌（フリーペーパー等）」58.8％が挙がった。30代では、利用率が高い順に「インターネットの求人サイト」が
49.4％、「求人情報誌（フリーペーパー等）」43.8％、「職業安定所（ハローワーク）」34.8％となっている。40代
では、「インターネットの求人サイト」と「求人情報誌（フリーペーパー等）」が同率で51.2％となり、次点は「新聞
折込求人広告」39.6％となっている（図6）。 

【図6】仕事探しで利用する情報媒体・方法 ＜複数回答＞ 
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主婦パートの働き方に関する調査 

 回答者に、パート・アルバイトでの仕事探しの際に、以下の15項目をどの程度重視するかを聞いた。重視度（「重視
する」と「どちらかと言えば重視する」の合計／以下同）が高かった項目は、「労働時間・日数」94.1％、「勤務時間
帯」93.9％、「賃金額」91.0％となっている（図7.1）。 
 
 また、各項目に対する重視度を働き方に対する志向別に見た。「『しっかり働きたい』に近い」（「どちらかと言え
ば『しっかり働きたい』に近い」も含む／以下同）者ほど、各項目の回答割合が高く、より強く重視していることがう
かがえる。特に、「正社員登用制度の有無」「評価制度の有無（昇給・昇級等）」において、「『そこそこ働ければよ
い』に近い」（「どちらかと言えば『そこそこ働ければよい』に近い」も含む／以下同）者との差が大きく、働く上で
キャリアアップを意識していることがうかがえる（図7.2）。 

p.10 

7.  仕事探しで重視する項目 

【図7.1】仕事探しで重視する項目 

【図7.2】仕事探しで重視する項目（重視度）：働き方に対する志向別 
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主婦パートの働き方に関する調査 p.11 

8.  大切にしている仕事に対する姿勢 

【図8】大切にしている姿勢仕事に対する：働き方に対する志向別 

 回答者に、日頃から仕事に対してどのような姿勢を大切にしているかを聞いた。結果は、「与えられた仕事に対し
て、最後まで責任を持って行う」が54.8％で突出して高くなった。次いで、「効率的に仕事を進められるように自分な
りに工夫して取り組む」42.7％、「与えられた仕事は時間内にキッチリ終わらせる」34.6％、「報告・連絡・相談をこ
まめに行う」32.0％となっている。 
 
 仕事に対する志向別に見ると、「『しっかり働きたい』に近い」者は、「『そこそこ働ければよい』に近い」者より
も、「与えられた仕事はどんな仕事でも積極的に取り組む」「上司の指示を待つだけではなく自分から仕事を見つけ
る」が5ポイント以上高くなっており、より積極的・主体的に仕事に取組む姿勢があるようだ（図8）。 
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